
発議
第３号 令和７年度一般会計予算に対する附帯決議
予算の執行にあたり、町民の意見を十分に反映し、適正かつ効果的な事業運営を求
めるために下記の附帯決議を提出した

町長は豊山スカイプールの存続に関する意見聴取を行うと表明しているが、開催予
定回数は３回のみであり、十分な意見聴取が困難である。限られた範囲の意見のみ
を基に重要な決定がなされる可能性が高いため、追加の意見収集方法を検討し、そ
の結果を議会に共有することを求める。

1. タウンミーティングの開催について  

豊山スカイプールの存続に関するアンケートは、調査概要が未確定のため、調査方
法や内容を早急に決定することを求める。

2. アンケート調査の実施について 

二十歳の集いの参加者へ発行される3000円のクーポンは、
使用期間が令和８年１月４日から１月31日までの約１カ月間
に限定されている。多様な業種、使用期間の延長を検討する
ことで、より多くの方が恩恵を受け、地域経済全体への効果が
期待できるよう改善を求める。

3. 新年同窓会・ふるさと応援クーポンの発行について

議案
第32号

北海道せたな町への中学生派遣（３泊４日） 154万円

令和７年度一般会計予算

具体的にどのような成果を期待しているか。また、どのように評価し、今後
の事業に反映させるのか。

Q

交流を通じて町の将来を担う人材にまちの
歴史や未来を考える機会を創出し、豊かな
人間性を育むことを期待する。
今後は、派遣事業を踏まえ、次年度以降ど
のように発展させることができるかを、せた
な町と協議し進めたいと考えている。

A

敬老祝商品券の配布 323万円

長寿祝金の対象年齢を88歳と100歳に縮小した経緯は。Q

本町の高齢者人口増加や平均寿命が上昇している状況を踏まえ、長寿祝
金の対象者を見直し、88歳（１万円）と100歳（７万円）とした。
敬老会の記念品を廃止し、75歳以上の方に1000円分のクーポンを配布
する。

A

長寿祝金の支給対象者を見直し、その財源を活用する

議案
第14号 小規模企業・中小企業振興基本条例の制定

条例制定により、何を期待しているか。Q

行政、金融機関、町民などが共通認識を持つことで、一体となった地域経
済の成長や発展に取り組むことができると期待している。

A

条例制定による、今後の展望は。Q

令和７年度以降、下記の３点を予定している。
①町の産業振興に関する検証などを行う会議体
　の設置
②小規模企業実態調査
③基本計画の策定、各種補助金を始めとした町の産業施策の検討

A

小規模企業や中小企業の振興に関する施策を総合的に推進し、地域経済の持続的な発展
や町民生活の向上に寄与することを目的とする

請願
第１号 「豊山スカイプール」の存続を求める請願書
主な理由は下記の通りである
①施設再開に向けた具体的な対策が示されていない
②プールの存続に予算を配分することで、他の事業に支障が出る可能性がある
③紹介議員からの提案内容について、具体的な根拠が示されていない

不採択

この請願は、豊山スカイプール利用者が、町の決定に再考を促す意
向を明確に示したものとして、議会として重く受け止める。今後、町
民の意向を尊重しつつ、町長が財政計画を示したうえで、再検討す
ることを求める。
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